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－ 「自らの目的や目標に向けた変容」を児童自身が実感できる教育活動の推進 － 

  

 「仲よくする子 よく考える子 きたえる

子」の育成を目指し、児童自身が自らの目的

や目標に向けた変容を実感できることを大切

にした教育活動に取り組んでいる。 

 特に、教職員・保護者の思いに基づいたグ

ランドデザインは、児童とっての指標ともな

り、児童自身が「なりたい自分」「ありたい

自分」の実現に向け、自己の学習や生活を調

整しながら粘り強く取り組むキャリア形成に

大きな成果を上げている。 

 

                          

                    

  

                  

 



－ ＩＣＴを効果的に活用した情報活用能力等の資質・能力の育成 － 

  

 「新しいかたちの学びの授業力向上」を先

導的に推進するべく、ＩＣＴを効果的に活用

した主体的・対話的で深い学びの実現に努め

ている。 

 特に、教員のＩＣＴ活用指導力の向上を図

るとともに、児童一人一人の興味・関心等を

踏まえた、きめ細かな指導・支援を家庭・地

域・学校が一体となって進めたことで、情報

活用能力等の資質・能力の育成に大きな成果

を上げている。 

 

                          

                    

 

                  

 

－ 河川を中心とした自然体験活動の充実 － 

  

 河川教育に力を入れ、身近な地域の自然環

境や歴史等について理解を深める学習活動を

関係機関とともに取り組んでいる。 

 特に、川の生き物探しや川下り、ダムや滝

の見学など、河川を中心とした様々な自然体

験活動やそれらに関わる様々な立場の人との

出会いを通して、ふるさとのよさに目を向

け、愛着や誇りを感じる心を育むとともに、

地域の未来を担う人材の育成に大きな成果を

上げている。 

 

                          

                    

 

                  

 

－ 家庭・地域とともにある学校づくりを目指して － 

   

・様々な授業や行事の場面で、話合いや交流

の活動が多く、自分の考えをもち、堂々と

話せる児童が育っていると思います。 

・意見の交流の場面で、タブレットを活用し

て考えを共有するなど、ＩＣＴの利点を生

かした授業が行われていると感じます。 

・登校時の交通安全の見守り活動等をしてく

れるボランティアの方々や多くの先生に見

守られながら、成長する我が子の姿に喜び

を感じています。 (保護者の声) 

 

 


